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マネジメントについて

スタートカリキュラムの編成・実践・評価の実際
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まずは…
本動画の視聴前に，以下の２つの動画を視聴しておかれることを推奨
いたします。

１
「保幼小接続の推進
～子どもの学びと育ちをつなぐ

スタートカリキュラム～」

２ 「幼児の発達と幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」



参考資料

「スタートカリキュラムの手引」

（京都市教育委員会）

「発達や学びをつなぐ

スタートカリキュラム」

（文部科学省・国立教育政策研究所）

「スタートカリキュラム

スタートブック」

（文部科学省・国立教育政策研究所）



本動画のセクション
スタートカリキュラムの流れを確認しながら，実際に各小学校において
実施するための基礎となるアイデア例をお示しいたします。

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価

管理職のリーダー
シップにより，学校
全体で進めるた
めの方向性を
「指し示す」

子どものことや
園の取組，関わり
方などについて

「知る」

時間割や学習活
動などを
「組み立てる」

児童の主体性を
引き出しながら
「進める」

記録を残し，改善
点を整理して
「引き継ぐ」



0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価



スタートカリキュラムをデザインする
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を踏まえ，各学校や児童の実態
に応じて小学校入学当初の指導の工夫や指導計画の作成が大切である。

1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価

一人一人の児童
の成長の姿から
デザインしよう

児童の発達の特
性を踏まえて，時
間割や学習活動
を工夫しよう

生活科を中心に
合科的・関連的
な指導の充実を
図ろう

安心して自ら学
びを広げていけ
るような学習環
境を整えよう

0. デザイン



スタートカリキュラムをデザインする
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を踏まえ，各学校や児童の実態
に応じて小学校入学当初の指導の工夫や指導計画の作成が大切である。

（１）幼児の発達
や学びを理
解する

遊びを通しての
総合的な学び

（幼児期）

（２）期待する児
童の姿を共
有する

より自覚的な
学び（児童期）

（３）各学校のスタートカリキュラムをデザインする

①単元の構成と
配列

（関連単元配列表の作成）

生活科を中心とした合科
的・関連的な指導の工夫

②週の計画と時
間配分
（週案の作成）

弾力的な時間割の設定
の工夫

1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価0. デザイン



スタートカリキュラムをデザインする
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を踏まえ，各学校や児童の実態
に応じて小学校入学当初の指導の工夫や指導計画の作成が大切である。

（１）幼児の発達
や学びを理
解する

遊びを通しての
総合的な学び

（幼児期）

（２）期待する児
童の姿を共
有する

より自覚的な
学び（児童期）

（３）各学校のスタートカリキュラムをデザインする

①単元の構成と
配列

（関連単元配列表の作成）

生活科を中心とした合科
的・関連的な指導の工夫

②週の計画と時
間配分
（週案の作成）

弾力的な時間割の設定
の工夫

1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価0. デザイン



全教職員で理解し，共有する
幼児の発達や学びの様子，指導の在り方などを十分に理解し，小学校入学当初の教
育課程全体を通して育む「期待する姿」を全教職員で共有することが大切である。

0. デザイン 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価

訪 問
★施設などの環境

★教師・保育士の
関わり方

★子どもの様子
etc.

意見交換
★子ども一人一人
の特徴

★関わり方のポイ
ント etc.

要録など
★京都市子どもは
ぐくみ要録（写）

★就学支援シート
etc.

1. 把 握



全教職員で理解し，共有する
幼児の発達や学びの様子，指導の在り方などを十分に理解し，小学校入学当初の教
育課程全体を通して育む「期待する姿」を全教職員で共有することが大切である。

0. デザイン 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価1. 把 握



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価

《合科的な指導》

生活科

他教科等

《関連的な指導》

他教科等

生活科 生活科

他教科等

2. 編 成



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価2. 編 成



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

６日（月） ７日（火） ８日（水） ９日（木） １０日（金）

ぎ
ょ

う
じ

交通安全教室

よみきかせ

○うたって　おどって
なかよくなろう
○あたらしい　いちね
んせい
（音楽）（生活）
＊職員室のむこう
は・・・？

こうつう
あんぜん
きょうしつ
（学級活動）
＊学校の行き帰り
のルールって？

いいてんき（国

1

2

うたって
おどって
なかよくなろう
（音楽）
＊どんな歌知って
る？

あたらしい
いちねんせい
＊自分の机やロッ
カーの使い方を知ろ
う
＊トイレや職員
室，保健室はどこ
かな

に

ゅ

う

が

く

し

に
ゅ
う
が
く
し
き

スタートカリキュラムは，各

校の実態に応じてつくります。

学習活動に加えて，子どもの

思い・願いなども書き入れて

おくと，各担任にイメージが

伝わりやすくなる。

ここでは，

「＊○○○○○」

という形で，示している。

安心を
つくる時間

生活科を
中心とした
学習活動

教科等を
中心とした
学習活動

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価2. 編 成

第1週



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

安心を
つくる時間

生活科を
中心とした
学習活動

教科等を
中心とした
学習活動

１３日（月） １４日（火） １５日（水） １６日（木） １７日（金）

ぎ
ょ

う
じ

給食開始
身体計測

　　　視力検査 町別児童集会 聴力検査

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

こくご ずがこうさく

あつまって ちょきちょき

1

2

きがえよう
（学級活動）
＊上手な着替え方を
知ろう
からだほぐしの
うんどう
（体育）
＊体育館を使ってみ
よう

3
しんたいけいそく
＊自分の体のこと

あたらしい
いちねんせい
おはなし
たのしいな
（生活）（国語）
＊もっとたんけん
してみたい所は？

                                                     よみきかせ（どんなおはなしかな）

しりょくけんさ
*よく見えるかな

あたらしい
いちねんせい
おはなし
たのしいな
（生活）（国語）
＊もっとしりたい
ことをきいてみよ
う

あたらしい
いちねんせい
おはなし
たのしいな
（生活）（国語）
＊もっとしりたい
ことをきいてみよ
う

あたらしい
いちねんせい
（生活）
＊2階はどうなって
いるのかな？

おはなし
たのしいな
（国語）
＊見つけたことを
つたえよう

【決まったタイムスケジュールを組む】
毎朝決まった時間に，担任が読み聞かせを

したり，歌や手遊びそうぃたりという決まっ
た活動で一日をスタートできるようにすると
安心感が高まる。

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価2. 編 成

第２週



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

安心を
つくる時間

生活科を
中心とした
学習活動

教科等を
中心とした
学習活動

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価2. 編 成

第３週



単元の構成と配列，週の計画と時間配分を組み立てる
児童が安心して小学校生活を楽しみ，自らの力を発揮しながら主体的な学習者として
育っていく過程を思い描き，全体をイメージすることが大切である。

安心を
つくる時間

生活科を
中心とした
学習活動

教科等を
中心とした
学習活動

２７日（月） ２８日（火） ２９日（水） ３０日（木） １日（金）

ぎ
ょ

う
じ

学年朝会 家庭訪問 家庭訪問

どくしょタイム どくしょタイム どくしょタイム どくしょタイム

おんがく おんがく おんがく おんがく

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

うたっておどって
なかよくなろう

たいいく さんすう

ゆうぐあそび なんばんめ

ずがこうさく たいいく

なかよしいっぱい
だいさくせん
（生活）
＊ルールを守って
行こうね
＊あいさつをしっ

し
　
ょ

なかよしいっぱい
だいさくせん
（生活）
＊もっと知りたい
ことがあるよ
＊どんなふうに探
検しようか考えよ

1

2

【家庭訪問について】
家庭訪問では，学校の様子だけでなく，

家庭での様子も聞けるようにしましょう。

0. デザイン 1. 把 握 3. 実 践 4. 評 価2. 編 成

第４週



幼児期の総合的な学びからの円滑な移行を進める
心と体を一体的に働かせて学ぶという低学年児童の特性を生かし，主体的に自己を
発揮しながら，より自覚的な学びに向かえるようにすることが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 4. 評 価

生活科を中心とした
学習活動

教科の学習活動

安心して学校生活を
送るための活動

児童が安心して学べ
る環境構成

3. 実 践



幼児期の総合的な学びからの円滑な移行を進める
心と体を一体的に働かせて学ぶという低学年児童の特性を生かし，主体的に自己を
発揮しながら，より自覚的な学びに向かえるようにすることが大切である。

生活科を中心とした
学習活動

教科の学習活動

安心して学校生活を
送るための活動

児童が安心して学べ
る環境構成

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 4. 評 価3. 実 践



幼児期の総合的な学びからの円滑な移行を進める
心と体を一体的に働かせて学ぶという低学年児童の特性を生かし，主体的に自己を
発揮しながら，より自覚的な学びに向かえるようにすることが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 4. 評 価3. 実 践

あたらしい
いちねんせい



幼児期の総合的な学びからの円滑な移行を進める
心と体を一体的に働かせて学ぶという低学年児童の特性を生かし，主体的に自己を
発揮しながら，より自覚的な学びに向かえるようにすることが大切である。

ポイント〈１〉

思いや願いを
生かした学習
活動を構成す
る

ポイント〈２〉

体験をきっかけ
にして，各教科
等につなげる

ポイント〈３〉

生活上必要な
習慣や技能が
身に付くように
指導する

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 4. 評 価3. 実 践



ＰＤＣＡサイクルにより，検証・改善を進める
実践を記録し，検証・改善の足跡を残しながら翌年度に引き継ぐといった，学校体制
でのシステムを構築することが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践

週案

関連単元配
列表

児童の活動
中の画像

教室環境の
画像板書や掲示

物の画像

記録用紙

作成教材
学習指導案

4. 評 価



ＰＤＣＡサイクルにより，検証・改善を進める
実践を記録し，検証・改善の足跡を残しながら翌年度に引き継ぐといった，学校体制
でのシステムを構築することが大切である。

0. デザイン 1. 把 握 2. 編 成 3. 実 践 4. 評 価



参考資料



スタートカリキュラムの
マネジメントについて

スタートカリキュラムの編成・実践・評価の実際

ありがとうございました。 京都市教育委員会
指導部 学校指導課
首席指導主事 安村 俊輔


